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地
域
づ
く
り
は
、
専
門
機
関
や
行
政
、
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
地
域
の
課
題
を
「
我
が
事
」
と

し
て
捉
え
、
主
体
的
、
積
極
的
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
人
材
を
増
や
し
、
活
動
推

進
に
向
け
た
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
気
に
な
る
」か
ら
始
ま
る
さ
さ
え
あ
い

　
「
同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
で
、
ふ

れ
あ
い
と
さ
さ
え
あ
い
の
仕
組
み
を
つ

く
り
、
お
互
い
に
見
守
り
・
た
す
け
あ

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。」

　

例
え
ば
「
一
人
暮
ら
し
で
普
段
の
生

活
に
不
安
が
あ
る
。」「
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
や
赤
羽
根
カ
フ
ェ
の
日

以
外
は
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
。」
あ

る
い
は
、「
体
調
不
良
や
病
気
な
ど
で

外
に
出
て
い
く
事
が
難
し
く
な
っ
た
。」

な
ど
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
「
気
に
な

る
」
人
に
つ
い
て
、
サ
ロ
ン
の
仲
間
や

～ 

地
域
づ
く
り
は
ご
近
所
づ
く
り 

～

カ
フ
ェ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の
民

生
委
員
、
福
祉
委
員
、
ご
近
所
の
方
が

協
力
し
合
っ
て
見
守
り
や
声
か
け
を
し

て
い
き
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
生
活
で

の
困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

「
気
に
な
る
」
人
は
、
相
談
相
手
が
い

な
い
、
相
談
す
る
こ
と
に
遠
慮
が
ち
な

ど
、
人
に
相
談
す
る
こ
と
自
体
に
困
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
、
普
段
の
暮
ら
し

の
中
で
の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。

　

井
原
・
出
部
・
木
之
子
・
県
主
・
西

江
原
・
美
星
の
６
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
解
決
だ
け

で
は
な
く
、
孤
立
や
孤
独
を
防
ぐ
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
た
人
が
さ
さ
え

る
側
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い

さ
ま
の
さ
さ
え
あ
い
の
仕
組
み
が
で
き

て
い
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
の
中
に
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
を
作
り
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
地
域
で
、
住
民
主
体
の
た
す
け
あ

い
の
場
が
で
き
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
付
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

住
民
主
体
の

　
ま
ち
づ
く
り
？
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井
原
・
大
江
・
稲
倉
・
県
主
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
「
Ｔ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
食
わ
い
わ
い
事
業
」
で
は
、「
家

族
や
仲
間
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
ら
、

楽
し
い
気
分
に
な
れ
た
。」「
な
に
げ
な

い
料
理
が
、
い
つ
も
よ
り
ず
っ
と
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
た
。」
な
ど
、
誰
か
と

一
緒
の
食
事
は
人
を
笑
顔
に
し
、「
お

い
し
い
ね
！
」「
楽
し
い
ね
！
」
と
言

葉
を
交
わ
せ
ば
、
お
腹
は
も
ち
ろ
ん
心

も
満
た
さ
れ
、
元
気
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所「
井
原
子
ど
も
食
堂
」

な
ど
も
あ
り
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

困
り
ご
と
の
中
に
は
、
制
度
の
狭
間

に
あ
る
困
り
ご
と
や
声
な
き
声
を
拾
い

上
げ
る
と
い
っ
た
ひ
き
こ
も
り
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ

き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ひ
き

こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
も
開
講
し
、
多
く
の
方
が
受
講
さ

れ
、
当
事
者
や
ご
家
族
に
合
わ
せ
て
傾

聴
す
る
コ
ツ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
を
本
人
や
家
族

だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、
地
域
で
で
き
る

支
援
は
な
い
か
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｈ
Ｋ
」
を
中
心
に

み
ん
な
の
居
場
所
～
こ
も
れ
び
の
杜
～

が
西
方
町
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

め
ざ
し
て
、た
す
け
あ
い
の
輪
を
広
げ
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
の
一
歩
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

個
別
の
見
守
り
は
も
ち
ろ
ん
集
団
の

中
で
の
見
守
り
も
増
え
て
い
ま
す
。
毎

回
顔
を
合
わ
す
方
が
い
な
い
こ
と
に
気

づ
き
、「
気
に
な
る
」
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
普

段
は
つ
な
が
る
こ
と
が
な
か
っ
た
人
同

士
が
、
同
じ
場
所
で
一
緒
に
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
普
段
の
暮
ら
し
の

中
で
新
し
い
つ
な
が
り
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
災
害
の
と
き
に
、

ま
ず
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の
た
す

け
あ
い
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
た

す
け
あ
え
る
関
係
で
あ
る
た
め
に
は
、

日
頃
の
ご
近
所
づ
く
り
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
が

あ
り
、
ご
近
所
で
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

地
域
で
つ
な
が
り
、
自
然
と
「
気
に
な

る
」
か
ら
「
関
わ
る
」
に
変
化
し
、
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て
い
き

ま
す
。

家
族
と

仲
間
と

ご
近
所
さ
ん
と
！

声
な
き
困
り
ご
と
？

ひ
ろ
が
る
見
守
り
活
動



4社協だより

インタビュー

① きっかけは？
　芳井町内でボランティアグループが出来始めて東
吉井でも何かできればと立ち上げ、天神峡の掃除、
こだま園・小田川荘のお手伝い、高齢者の廃品回
収のお手伝い等を行っています。

② 大切にしていることは？
　会員同士と地域のつながりを大切にしています。

③ やりがい・楽しみは？
　みんなでボランティアをして、喜ばれることが
やりがいにつながっています。

設　　立：　平成４年７月

会 員 数：　２０人

活動内容：　地域協力・施設の労力

活 動 日：　要望に応じて活動中！

〜井原市社会福祉協議会ボランティアセンター登録団体紹介～

『東吉井たんぽぽ会』
みんなの手

その10

　
　
　
　

   　

令
和
元
年
度  

井
原
市
社
会
福
祉
大
会

　

10
月
19
日
（
土
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
を
会
場
に
、
令
和
元
年
度
井
原
市
社
会
福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
福
祉
関
係
者
な
ど
二
〇
〇
名
が
一
堂
に
集
う
中
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
„
社
会
貢
献
的
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
＂
の
松
本
隆
博
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
『
家
族
の
絆　

地
域
の
絆　

親
へ
の
感
謝
』
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

笑
顔
・
素
直
・
感
謝
の
大
切
さ
を
や
さ
し
い
語

り
口
調
と
熱
い
歌
で
伝
え
、
ぜ
ひ
若
い
世
代
に
も

聞
い
て
も
ら
い
た
い
感
動
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

　
　《
福
祉
功
労
表
彰
》

　
　

久
津
間　

憲　

通
（
井
原
町
）

　
　

藤　

原　

律　

行
（
美
星
町
）

　
　

髙　

島　
　
　

訓
（
高
屋
町
）

　
　

髙　

橋　

育　

夫
（
高
屋
町
）

　
　

秀　

平　

啓　

子
（
上
稲
木
町
）

　
　

瀬　

藤　

三　

幸
（
下
稲
木
町
）

　
　

三　

宅　

陽　

子
（
青
野
町
）

　
　

三　

縞　

克
太
郎
（
芳
井
町
）

  

　
　

畑　

野　

彰　

伸
（
芳
井
町
）

　
　

小　

川　

久
美
子
（
西
江
原
町
）

　
　《
善
意
賞
》

　
　

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ　

ひ
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
《
敬
称
略
》 〜おめでとうございます〜

受賞された方々
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赤い羽根共同募金は、地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動を応援します！

　地域福祉の充実・強化を図るため、地域で支援を求めている人たちに住民が気づき、支援を行う

などの住民相互の ｢ふれあい・たすけあい・ささえあいのまちづくり｣ に積極的に取り組もうとす

る団体等に必要な活動費を公募方式により募集し、選考のうえ助成します。

　（１）助成対象団体　　地域課題の解決に向けた活動に取り組む民間活動団体

　（２）助成対象活動　　ご近所福祉ネットワーク活動の充実、声かけ・見守り活動の充実、ふれあい・

　　　　　　　　　　　 いきいきサロン活動の充実、福祉マップづくり、ボランティア活動の充実、そ

　　　　　　　　　　　   の他事業効果が期待される地域福祉活動等の新たな取り組み

　（３）助  成  金  額　　１団体１０万円以内

　誰もが住み慣れたところで安心して生活できる地域社会づくりを目指し、公的な福祉サービスで

は対応し難い課題について、自主性をもって柔軟かつ多様な活動を展開している福祉を目的とする

ボランティア団体やＮＰＯ法人等非営利の団体の事業を支援するため、公募方式により助成要望事

業を募集し、選考のうえ助成します。

　（１）助成対象団体　　福祉または福祉を主体とした保健、医療、教育の分野で活動するボランティ

　　　　　　　　　　　  ア団体やＮＰＯ法人等非営利の団体で、次の要件を満たすものとします。

　　　　　　　　　　　 　・公益性を有し、非営利であること

　　　　　　　　　　　 　・民間性、自主・自立性を有するもの

　　　　　　　　　　　 　・助成を受けようとする事業に公的助成を受けていないこと

　（２）助成対象事業　　子育て支援や児童の健全育成に関する事業

　　　　　　　　　　　  高齢者の生活支援等に関する事業

　　　　　　　　　　　  虐待、ひきこもり等の社会問題に取り組む事業

　　　　　　　　　　　   障がい者の自立した生活や社会参加を促進する事業

　　　　　　　　　　　　ボランティア、ＮＰＯ活動を担う人材の育成事業

　　　　　　　　　　　  その他、福祉に関する諸事業

　（３）助  成  金  額　　実施する事業にかかる経費の３/４以内（５０万円以内）

　　　※対象とならないものもありますので、詳しくは下記までお問い合わせください。

　　　応  募  締  切　　令和元年１１月２９日（金）  
　　　問い合わせ先　　井原市共同募金委員会　☎６２－１４８４
　　　　　　　　　　　（井原市社会福祉協議会　地域福祉係）　

　　　　※すべての要望に対応できない場合もあります

令和２年度 赤い羽根共同募金助成事業募集！！
赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業

赤い羽根　ボランティア団体・ＮＰＯ活動支援事業
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◇
香
典
返
し
・
満
中
陰
志

亡
父  

木
之
子
町  
森
本
哲
司

亡
父  

七
日
市
町  
乗
藤　

学

亡
父  

大
江
町　

  

小
田
佳
弘

亡
夫  

井
原
町　

  

高
原
叔
子

亡
父  

井
原
町　

  

石
井
利
幸

亡
父  

西
江
原
町  

松
本
哲
吉

亡
母  

井
原
町　

  

佐
能
重
夫

亡
母  

高
屋
町　

  

竹
原
祝
夫

亡
父  

井
原
町　

  

渡
邉
俊
行

亡
父  

西
江
原
町  　

山
尚
美

亡
妻  

岩
倉
町　

  

佐
藤
道
夫

亡
母  

大
江
町　

  

橋
本
伊
佐
男

亡
母  

芳
井
町
簗
瀬 

山
成
芳
樹

亡
妻  

芳
井
町
吉
井 

𠮷
本
順
志

亡
母  

芳
井
町
吉
井 

髙
橋
正
雄

亡
母  

芳
井
町
簗
瀬 

井
本　

進

亡
父  

美
星
町
烏
頭 

山
室
直
樹

亡
夫  

美
星
町
明
治 

重
信
和
子

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
元
年
8
月
16
日
〜
令
和
元
年
10
月
15
日
（
敬
称
略
）

亡
母  

美
星
町
星
田 

大
月　

晃

亡
母  

美
星
町
黒
忠 

佐
藤
一
夫

亡
父  

美
星
町
三
山 

木
尾
武
徳

亡
母  

美
星
町
黒
忠 

妹
尾
芳
明

◇
福
祉
用
具
借
用
の
お
礼
と
し
て

美
星
町
宇
戸
谷　

滝
本
美
代

◇
一
般
寄
付　

井
原
町　
　
　
　

井
高
40
会

芳
井
町
種　
　
　

瀧　

康
夫

美
星
町
大
倉　
　

東
田
富
子

◇
指
定
寄
付

や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
へ

井
原
町　
　
　
　

佐
能
重
夫

井
原
町　
　
　
　

三
宅
成
計

社
協
だ
よ
り

　
2
0
1
9
.11.15

発
行

こ
の

広
報

誌
は

、共
同

募
金

の
配

分
金

で
発

行
し

て
い

ま
す

。
社

会
福

祉
法

人
井

原
市

社
会

福
祉

協
議

会
☎

 ０
８

６
６

−
６

２
−

１
４

８
４

相　　談 内　　　　　　容 日　　　時

ふ れ あ い
福 祉 相 談

日常生活上の心配や悩みごと等の相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

法 律 相 談
要予約

法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（財産・相続・金銭賃借・境界問題等）

11/19（火） 

12/ 3 （火）   

１ / ７ （火） 

10：00～15：00

13：00～16：00

13：00～16：00

ひきこもり
専 門 相 談
要予約

専門家によるひきこもりに関する相談
11/27（水）

12/25（水） 
10：00〜12：00

療 育 相 談 就学前の子どもの心配や悩みごとに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

介 護 相 談 家庭介護や各種福祉サービスに関する相談 月〜金曜日   8：30〜17：00

金銭管理等
支 援 相 談

福祉サービスの利用や日々のお金の
やりとりの不安や悩みの相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

福 祉 貸 付
相 談

世帯の生活の安定を図るための
資金貸付の相談

月〜金曜日   8：30〜17：00

ふ れ あ い 福 祉 相 談 セ ン タ ー
※相談は無料で秘密は厳守されます。
　 （祝日は除く）  　　　　　　　【予約先】井原市社会福祉協議会　☎62－ 1484

12
月
の
赤
羽
根
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
説
明
会

 

　
日
時
：
12
月
13
日（
金
）
11
時
〜
12
時
　
場
所
：
井
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

～オール井原での取り組み～
「井原おもいやりネットワーク」に参加しませんか？！

　社会福祉関係の団体及び個人が協働し、人と人をつなぎ、ふだんのくらしを支える「福祉で
まちづくり」を目指し、トータル的にサポートする仕組みづくりを展開中！
ぜひ一緒に取り組んでいきませんか？！
　《現在の主な活動》フードバンク・フードドライブ、研修会開催など
　《問い合 わ せ 先》社会福祉法人　井原市社会福祉協議会　　☎６２－１４８４


